
有限会社　　△△鉄工所

１　クレーン作業での災害が繰り返し発生しており、安全作業の定着を図る。

２　防じんマスクの未着用が繰り返し指摘されており、法令遵守を徹底させる。

３　ヒヤリハット事例を収集したところ、職場の危険性を共有することができたため、さらなる展開を目指す。

４　一般健康診断の有所見率が６０％と高い水準にあるが、再検査・精密検査が受診されていないため、

　事後措置の徹底を図る。

１　経営首脳による安全パトロールの実施 ○ ○ ○ 　継続実施 　チェックリストの活用

２　安全衛生会議（委員会）の定期開催 ○ ○ ○ 　安全の日の設定 　記録の作成・保存

３　安全衛生推進者による巡視 ３　毎作業日（随時） ○ ○ ○ 　継続実施 　チェックリストの活用

４　来年度計画の策定 ４　評価・見直しの実施 ○ ○ ○ 　外部監査の実施（労働安全コンサルタント） 　労働者への周知

１　ヒヤリハット活動の定着 １　１人月１件以上 　職場リーダー ○ 　危険感受性向上教育の実施 　対策のチェック

２　危険予知訓練・活動の実施 ２　月１回以上、毎作業日 　職場リーダー ○ 　継続実施、指差呼称の徹底 　ＫＹＴｲﾗｽﾄｼｰﾄの活用

３　安全朝礼の開催 ３　１００％実施 　職場リーダー ○ 　安全当番制の実施 　危険のポイントの周知

４　４Ｓ活動の実施 ４　１００％実施 　職場リーダー ○ 　継続実施 　チェックリストの活用

１　リスクアセスメント担当者への教育 １　製造部門リーダーの受講 ○ ○ ○ 　建設部担当者の受講 　

２　クレーン作業のリスクアセスメントの実施 ２　１００％実施（２年目） 　職場リーダー ○ 　運転者への反復教育の実施 　ヒヤリハット事例の活用

１　プレスブレーキへの安全装置の設置 １　１００％実施 △ △ ○ 　シャーリングマシーンの安全対策の向上 　法令

２　動力プレス機械特定自主検査 ２　１００％実施 △ △ ○ 　継続実施 　法令

３　クレーン年次自主検査・月例自主検査 ３　１００％実施 △ △ ○ 　継続実施 　法令

４　機械設備の作業開始前点検 ４　１００％実施 △ △ ○ 　継続実施 　法令

１　金属加工用機械の作業標準の策定 １　８０％実施（２年目） △ △ 75 △ 　継続実施（目標100％実施）

２　クレーン、玉掛け作業の作業標準の策定・教育 ２　１００％実施 △ △ 75 ○ 　継続実施（外部講習の受講） 　

３　高所作業での墜落災害防止 △ △ ○ 　足場の組立等作業主任者の能力向上教育 　法令・協議会指示事項

１　新入社員・配置換え時の安全衛生教育 １　１００％実施 ○ ○ ○ 　継続実施 　法令

２　技能講習・特別教育の受講 ２　１００％受講 ○ ○ ○ 　継続実施 　法令

３　玉掛け者安全教育の受講 ３　５０％受講（１年目） ○ ○ ○ 　継続実施（２年目１００％受講） 　法令・通達

４　ＫＹリーダー、監督者教育（外部） ４　５０％実施（１年目） ○ ○ ○ 　継続実施

５　メンタルヘルス担当者研修（外部） ５　１００％受講 ○ ○ ○ 　継続実施

１　アーク溶接機へのヒュームコレクター設置 １　５０％導入 ◇ ◇ ○ 　継続実施（目標１００％実施） 　法令・通達

２　粉じん対策の日（粉じん清掃日） ２　１００％実施 ◇ ◇ ○ 　継続実施 　法令・通達

３　騒音の測定 ３　８０ｄB以下の維持 ◇ ◇ ○ 　継続実施 　法令

４　照明器具の点検（照度の測定） ４　照度基準の維持 ◇ ◇ ○ 　継続実施 　法令

１　健康診断の実施、再検査・精密検査の受診 １　１００％受診 ◇ ◇ ○ 　継続実施 　法令

２　じん肺健康診断、赤外線・紫外線健康診断 ２　１００％実施 ◇ ◇ ○ 　継続実施 　法令・通達

３　長時間労働者の面談の実施 ３　１００％実施 ◇ ◇ ○ 　継続実施 　法令

４　健康相談の実施 ４　１００％実施 ◇ ◇ ○ 　継続実施 　地域産業保健センター

５　健康教育の受講 ５　１００％実施 ◇ ◇ ○ 　継続実施 　地域産業保健センター

６　喫煙所の設置 ６　換気能力の維持 ◇ ◇ ○ 　継続実施 　通達・ガイドライン

１　全国安全週間 別途企画 ○ ○ ○ 　標語の募集 　委員会での審議

２　粉じん対策強調月間、全国労働衛生週間 別途企画 ○ ○ ○ 　標語の募集 　委員会での審議

３　冬期労働災害防止運動 別途企画 ○ ○ ○ 　標語の募集 　委員会での審議

４　青森ゼロ災３か月運動 別途企画 ○ ○ ○ 　チェックリストによる安全衛生点検の実施 　委員会での審議

・ヒヤリハット活動を拡大し、同じ災害が繰り返し発生しないよう対策を徹底してほしい。 １　職場の安全衛生活動が定着していますが、防じんマスクの未着用などの問題が認められます。

・職場の安全衛生活動に労働者も協力して取り組みしたい。 ２　足場の組立・解体時における災害が発生していますので、安全帯の使用を徹底してください。

・健康の確保については、継続的に労使が協力して取り組みしたい。 ３　粉じん対策強化月間と粉じんの日を設定し、取組みを行ってください。

ガス

３　適正な足場、保護具の
　使用の徹底

検討

○○ ○

じん肺 眼

作業環境の改善

○ ○

○

１　毎週月曜日に完全実施

２　全ての委員の出席

１　クレーン作業及び玉掛け作業に係る作業標準を作成し、全ての関係労働者に教育を実施する。

２　粉じん作業について、全作業者に防じんマスクの着用を徹底させる。

３　危険予知訓練を実施し、危険予知活動の充実を図る（訓練：月１回以上）

４　定期健康診断の有所見者に対する健康相談を１００％実施する。

○

○ ○

１　プレスブレーキについて、レーザービーム式安全装置を設置する必要がある。

　　また、安全作業標準を作成し、安全教育を実施する必要がある。

２　クレーン作業及び玉掛け作業について、定期的に安全教育を実施する必要がある。

準備 ○

○ ○○ ○ ○

粉じん ○

測定 測定

準備 ○

設置 測定 測定

○ ○

○

○ ○

○

○

○

ｸﾚｰﾝ 粉じん 足場 金型

○○ ○

策定 教育 教育

○

○

○

対策○ ○ ○ 対策 対策

○○ ○

年間目標

1

前年度の活動の評価と
見直し

前年度のリスク
アセスメントの
実施結果等にお
ける特定事項

重点施策 実施項目

安全衛生管理体制の充実
強化

平成３０年度（４～３月）安全衛生管理計画表

基本方針

１　社長・役員が率先して安全はすべてに優先することを行動で示し、危険を予知して「危ない作業は絶対
　しない・させない」の実践定着を図る

３　全従業員の健康の保持増進と快適な職場環境の形成を促進する

４　全ての従業員に対し、安全衛生確保のため十分な教育・訓練を実施する

２　法令遵守を徹底するとともに、自主的な安全衛生基準の設定による管理の向上を図る

次年度計画での検討事項 留意点
4 5 6 7 8 9 2

実施スケジュール
評　価目　　標 担　当

310 11 12

日常的安全衛生活動の展開

危険・有害要因の除去・低減

施設・機械設備の安全化の
推進

作業方法の安全化

安全衛生教育の推進

健康保持増進対策の充実
(受動喫煙防止対策を含む。)

安全衛生行事の実施

玉掛け ｱｰｸ溶接

計画に対する労働者代表の
意見

外部機関等からの安
全衛生活動に対する
評価

○

眼

○

安全衛生管理計画の作成・実施・評価・改善の手順（例） ※常時使用する労働者が５０人未満の事業場の場合 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 10 

手順 11 

手順１ 

事業者は、自らの安全衛生に関する基本姿勢 

を示すとともに、重点課題を「基本方針」と 

して労働者に周知してください。 

 

 

危険性又は有害性等の調査（リスクアセスメ
ント）を実施し、特定された危険性又は有害
性を記入してください。 

（未実施の場合は、ヒヤリハット活動等を活
用してください。） 

 

手順３ 

前年度の安全衛生管理計画の実施、安全衛生 

目標の達成状況、災害発生状況から、評価と

見直すべき事項を記入してください。 

（初年度は、ﾁｪｯｸﾘｽﾄを活用してください。） 

 

 

手順２ 

安全衛生方針、前年度の評価、特定された危
険性又は有害性を踏まえ、安全衛生目標を設
定してください。 

安全衛生目標は、達成の度合いが把握できる
よう出来るだけ数値化してください。 

 

手順４ 

手順５ 

手順６ 

担当者と実施月を設
定してください。 
出来るだけ次年度計
画の作成時期までに
終了するようにして
ください。 

手順７ 

計画は安全衛生委員

会等で検討し、労働者

の意見を反映させた

ものとしてください。 

手順８ 

手順９ 

安全衛生活動は、実施
要領やチェックリス
トを活用して実施し
てください。 
また、記録を作成し保
存してください。 

関係法令に基づく実
施事項は、必ず実施し
なければなりません。 
安全衛生担当者が実
施状況を点検してく
ださい。 

手順 12 

手順 15 

安全衛生管理計画については、職場への掲示、文書の
交付等により、労働者に周知してください。 

具体的な実施項目を
記入し、目標を設定し
てください。 

目標は出来るだけ数
値化してください。 

安全衛生目標に基づ

き実施すべき施策を

整理し・分類してくだ

さい。 

Ｐ 計画 

Ｄ 実施 

Ｃ 評価 

Ａ 改善 

評価に対する改善策
を安全衛生委員会等
で検討し、次年度の計
画に反映させてくだ
さい。 

外部の安全衛生機関
等の活用を検討して
ください。 

手順 13 

実施前に安全衛生委員会等で具体的
な実施方法を検討してください。 
また、実施結果についても安全衛生委
員会等で審議してください。 

次年度の計画策定時までに各実施項目毎の
達成の度合いを評価してください。 
（評価の例） 
○100％実施、△75％以上実施、×それ以下 

行政機関、加入している災害防止団体、労
働安全・衛生コンサルタント等から指示さ
れた事項を安全衛生委員会で検討して計画
に反映させてください。 

手順 14 



 

 

年間安全衛生管理計画書の作成の手引き 

（金属製品製造業） 

 
労働者の安全と健康を確保するためには、労働安全衛生関係法令に定める事項を確実

に実施するとともに、各職場では自主的な安全衛生活動を展開する必要があります。 

各事業場におかれては、以下の事項を基に年間を通じた実効性のある安全衛生管理計

画書を作成するとともに、労働者の協力の下「計画－実施－評価－改善」（ＰＤＣＡ）

という一連の過程を実践し、安全衛生管理のレベルアップを図って下さい。 

  

 

                                

【安全衛生管理計画書の内容】 

 

  １ 安全衛生管理体制の確立・強化  ６ 作業環境の改善措置 

 

２ 関係法令に基づく危害防止措置  ７ 職業性疾病予防対策 

 

  ３ 危険・有害要因の除去・低減   ８ 健康保持増進対策 

 

４ 日常的安全衛生活動       ９ 職場におけるメンタルヘルス 

                   対策・過重労働対策 

５ 安全衛生教育計画         

                       

          

 ○年間安全衛生管理計画書の様式については、青森労働局のホームページからダウンロードすることが 

  できますので、ご活用ください。 

 

青 森 労 働 局 

［労働者数５ ０ 人未満の事業場用］ 

年間安全衛生管理計画作成のためのチェックリスト（小規模事業場用） 
 

 このチェックリストは、あなたの事業場での年間安全衛生管理計画を策定するにあたって、取り組みすべき 

主要な項目を挙げたものです。 

チェックリストで「いいえ」の項目は、必ず改善し、年間安全衛生管理計画で継続して実施しましょう！ 

 

１．安全衛生管理体制                ※ 該当する□（はい・いいえ）にチェックして下さい。 

 はい いいえ 

（１）年間又は月間の安全衛生活動の目標を決めていますか。・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（２）経営首脳による安全パトロールを実施していますか。・・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（３）安全衛生推進者は選任されていますか。 ・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（４）一定の危険有害業務に作業主任者を選任していますか。・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（５）労働者から安全衛生に関する意見を聞く機会を設けていますか。 ・・・・・・・・ □ □ 
２．日常的安全衛生活動 

 はい いいえ 

（１）作業開始前に安全衛生ミーティングを開催していますか。・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（２）４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）活動を推進していますか。・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（３）危険予知訓練（ＫＹＴ）、危険予知活動（ＫＹＫ）を実施していますか。・・・・・・ □ □ 
（４）ヒヤリ・ハット事例を把握し、確実に改善していますか。・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（５）労働者は安全衛生活動に積極的に参加していますか。・・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
３．法令に基づく危害防止措置  

 はい いいえ 

（１）手すりの設置等により墜落・転落防止措置を実施していますか。・・・・・・・・・・ □ □ 
（２）安全通路の確保等の転倒災害の防止措置を実施していますか。・・・・・・・・・・・ □ □ 
（３）加工機械によるはさまれ・巻き込まれ災害の防止措置を実施していますか。・・・・・ □ □ 
（４）クレーン、荷役機械等による災害の防止措置を実施していますか。・・・・・・・・・ □ □ 
（５）機械設備の定期自主検査・作業開始前点検を実施していますか。・・・・・・・・・・ □ □ 
４．危険・有害要因の除去・低減  

 はい いいえ 

（１）危険性又は有害性等の調査等（リスクアセスメント）を実施していますか。・・・・・ □ □ 
（２）リスクアセスメント担当者への教育を実施していますか。・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（３）作業標準の策定時に危険・有害要因の低減・除去の措置を実施していますか。・・・・ □ □ 
５．安全衛生教育  

 はい いいえ 

（１）免許・技能講習及び特別教育について有資格者を計画的に育成していますか。・・・・ □ □ 
（２）新規雇入れ又は作業内容を変更した労働者に安全衛生教育を実施していますか。・・・ □ □ 
（３）危険有害業務に従事する労働者に能力向上のための教育を実施していますか。・・・・ □ □ 
６．作業環境 ・職業性疾病予防対策 

 はい いいえ 

（１）アーク溶接等の粉じん作業によるじん肺の防止措置は実施されていますか。・・・・・ □ □ 
（２）騒音作業場の作業環境測定を実施していますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（３）有機溶剤業務等を行う屋内作業場の作業環境測定を実施していますか。・・・・・・・ □ □ 
（４）照度、騒音、暑熱等に対し、作業環境の改善措置を実施していますか。・・・・・・・ □ □ 
７．健康保持増進対策・メンタルヘルス対策・過重労働対策 

 はい いいえ 

（１）定期健康診断は定期に実施されていますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（２）有害業務従事者に特殊健康診断を実施していますか。・・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（３）粉じん作業従事者にじん肺健康診断を実施していますか。・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（４）健康診断の有所見者に事後措置を実施していますか。・・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（５）労働者に健康教育、健康相談等を実施していますか。・・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（６）労働者のメンタルヘルス対策を実施していますか。・・・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（７）長時間労働者に対し面接指導等を実施していますか。・・・・・・・・・・・・・・・ □ □ 
（８）全面禁煙、空間分煙等により受動喫煙防止対策を実施していますか。・・・・・・・・ □ □ 
 

［労働者数５ ０ 人未満の事業場用］ 


